
 

[シュート]19:5[GK]11:27[CK]10:2[PK]0:0[直接 FK]11:12[間

接 FK]1:4[OS]1:4[主審]唐木田徹[観衆]約 800人 
※上記データは全て左側の数字が駒澤 

K O M A Z A W A 

GK①三栗寛士(4) 
DF②阿部琢久哉(4) 
DF⑤廣井友信(4) 
DF⑬塚本泰史(3) 
MF③筑城和人(4) 
MF⑥八角剛史(3) 
MF⑦柳崎祥兵(4) 
(79分⑯島田祐輝(2)) 
MF⑮田谷高浩(3)  
MF⑲小野里銀児(3) 
(73分○39山崎健太(1)) 
MF⑩原 一樹(4) 
(86分⑳山下真太郎(2))
FW⑨巻 佑樹(4) 
 
S U B 

GK○21山内達夫(3) 
DF○35伊藤 龍(1) 
DF○30鈴木寿毅(2) 
FW○25高崎寛之(3) 
 

M A N A G E R 

秋田浩一 

S E N S H U  

GK①徳永雅俊(3) 
DF⑤天野数士(4) 
DF○34鈴木崇之(1) 
DF④山田 直(4) 
MF○32堀池 翔(1) 
MF⑧野村直幸(3) 
MF⑭岡崎 翔(3) 
(69分○33伊藤卓也(1)) 
MF⑩池田末廣(4) 
(55分⑦岡田悠貴(4)) 
MF⑬遠藤好孝(3) 
FW⑨渡辺一太郎(2) 
(77分○36黒澤光士(1)) 
FW⑪荒田智之(3) 
 
S U B 

GK○31高橋 初(1) 
DF⑮槻木清志(4) 
ＭF○24高尾真人(4) 
FW○22田辺健太(2) 
 

M A N A G E R 

源平貴久 

【駒】29分:八角剛史 1(柳崎祥兵 1) 
【駒】84分:原 一樹 1 

得点者(アシスト) 
(５位・３) 
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４月１日 12:00 西が丘サッカー場 
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基本フォーメーション 
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阿部廣井 塚本 

三栗

発行人   伊藤優香 
スタッフ  遠藤雅之  川崎篤彦   
深松美里  香取真人  斉藤卓也 
永田博義   林 雄大 
   

 
ＦＯＲＺＡ駒沢は毎週金曜に発行！お便り、感想などは
こちらまで 

〒154―8525 東京都世田谷区駒澤1―23－1 
駒澤大学マスコミ研究所内｢駒大スポーツ・サッカー班｣

Ｅメール forzakomazawa@hotmail.com 
TELFAX 03（3418）9556  

発行人 伊藤 優香 

次次節節はは明明治治大大学学とと対対戦戦！！  
＜場所＞江東区夢の島競技場 
＜日程＞４月９日（日）14：40 
競技場へのアクセス 

●JR 京葉線または、地下鉄有楽町線

「新木場」駅下車、徒歩５分 

課課
題題
とと
収収
穫穫
のの
新新
シシ
スス
テテ
ムム  
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。
こ
れ
ま
で
の
駒
大
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
日
の
駒
大
は
３
バ
ッ
ク

に
３
ボ
ラ
ン
チ
の
新
シ
ス
テ
ム
に
挑
戦
。
菊
地
の

出
場
停
止
と
い
う
理
由
か
ら
で
も
あ
る
が
、「
将
来

セ
ン
タ
ー
Ｆ
Ｗ
が
居
る
と
は
限
ら
な
い
。
巻
の
頭

だ
け
で
な
く
、
二
次
三
次
攻
撃
が
出
来
る
よ
う
に
」

(

秋
田
監
督)

と
い
う
将
来
を
見
据
え
た
采
配
で
あ

っ
た
。 

春
の
合
宿
か
ら
ず
っ
と
練
習
し
て
き
て
い
る
だ

け
あ
り
、
違
和
感
な
く
こ
な
し
た
イ
レ
ブ
ン
だ
が
、

「
上
手
く
い
っ
た
所
と
機
能
し
な
か
っ
た
所
が
あ

っ
た
」(

筑
城)

。
機
能
し
た
部
分
は
前
線
に
ス
ペ

ー
ス
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
３
ボ
ラ
ン

チ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
攻
撃
時
に
厚
み
の
あ
る
攻

撃
を
仕
掛
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
１
点
目
の
得
点

シ
ー
ン
が
正
に
そ
う
で
あ
る
。
柳
崎
か
ら
の
パ
ス

を
八
角
が
決
め
た
場
面
。
八
角
が
攻
撃
参
加
出
来

た
こ
と
で
厚
み
の
あ
る
攻
撃
が
仕
掛
け
ら
れ
る
の

だ
。
た
だ
、
守
備
に
課
題
が
浮
上
。
マ
ー
ク
の
受

け
渡
し
が
上
手
く
い
か
ず
、
サ
イ
ド
を
突
破
さ
れ

る
場
面
が
何
度
か
あ
っ
た
。
更
に
は
「
一
対
一
を

し
っ
か
り
決
め
な
い
と
勝
て
る
試
合
で
勝
て
な

い
」
と
原
が
口
に
し
た
よ
う
に
、
決
定
力
の
問
題

で
あ
る
。
何
度
か
あ
っ
た
決
定
的
場
面
で
決
め
き

れ
ず
、
自
ら
を
苦
し
め
て
し
ま
っ
た
。 

課
題
と
収
穫
共
に
手
に
し
た
駒
大
だ
が
、
新
た

な
オ
プ
シ
ョ
ン
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
確
実
に
チ
ー

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
。“
前
に
速
く
”
が
コ
ン
セ
プ

ト
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
“
考
え
る
サ
ッ
カ
ー
”
に

挑
戦
す
る
駒
大
。
ま
す
ま
す
チ
ー
ム
に
磨
き
を
か

け
る
王
者
駒
大
の
の
び
し
ろ
は
計
り
知
れ
な
い
。 

(

伊
藤 

優
香)

ＪＲ東日本カップ 2006 第80回関東大学サッカーリーグ戦（前期） 1部リーグ 第1節

駒駒澤澤大大学学２２－－００専専修修大大学学  

 
 
 
 
 

 
 

 

 

先制点を上げた八角がこの試合

の MOM。この試合、３ボランチと

いった新しいフォーメーションに

挑戦した駒大だが、八角は攻守

ともに安定したプレーを見せた。 

先制点を挙げた八角。「今日

のポジションは自分に合っ

ていると思う」とコメント 
(撮影・川崎篤彦)

大学サッカーデビューを果たした山崎。緊

張感を見せぬ動きで堂々とプレー 

MF 八角剛史 


